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枚挙に暇がないが、これら課題の大半は、従
来の教科学習、特に教科書に従った形での学習
においては検討する必要のなかったものである。
教科学習では単元（内容）ごとに学ぶべき知識
や技能、学習や学習支援の方法、評価の観点な
どあらかじめ定められることが多い。一方、総
合的な学習においては、内容を進めていく中で
得られる知識や技能などとは別の、コミュニケ
ーション力や学び方といった「生きて働く力」
を育てるねらいがある。しかし、これら「日常
的に用いられている力」に関しては、従来の学
習の中では中心課題となる場面は少なく、従っ
て指導・評価の方法なども確立されていない。
そもそも日常に潜む何を「力」として育んでい
けばいいのか、その判断ができずに「這いまわ
って」しまう総合的な学習も数多い。 
筆者らはこれまで「学習環境構成」を軸にし
た教師の学習支援、カリキュラム開発について
検討を行ってきた。[1][2] この中で、より効果
的な学習環境構成を行うためには、教師に学習
の流れの中で｢学び｣の場面を的確に想定・発見
できる力が必要となることが明らかになった。 
 筆者は、総合的な学習の実践に既に取り組ん
できた、「学び」の場面を捉え、説明できる教師
が撮影する、学習者の活動を捉えた写真が「豊
かなストーリーを持つ（それ自体に説明力があ
る）」ことに着目し[3]、これを逆に教師の「学び」
場面認識力の向上、｢学び｣場面の整理、学習者･
実践者の学習記録等に活用できるのではないか
と考え、小松市の二つの小学校（西尾・犬丸）
の教師とともに実践を重ねてきた。[4] 
２．研究の目的と方法 
１）研究の目的 
実践者、およびその補助者が撮影する「学び
の場面」映像（主にデジタルスチルカメラの映
像）を用いた授業実践記録をさまざまな形で作
成し、実践分析など教師間の研修、学習履歴の
蓄積、授業立案などに活用し、その成果を明ら
かにする。 
２）研究の方法 
 それぞれの実践校に適宜以下のことを依頼し、
実践、および校内研究会等を行った。 
・ ｢学び｣場面を十分に意識した映像の蓄積 
「これが学びの場面だ」と判断した場面を中
心にシャッターを切り、パソコンで整理する
際にできる限り象徴的なタイトル付け、場合
によっては簡単な説明をつける 
・ ｢学び｣場面映像を用いた（教師のための）
実践記録の作成と、その検討 
記録ノート、プレゼンテーションソフト、可
変型指導案、学習履歴ウェブへの貼付など 
・ ｢学び｣場面映像を用いた（学習環境として
の）実践記録の作成 
学習のストーリーを書き起こした模造紙など
への貼付、学習履歴ウェブへの貼付 
・ 教師の撮影した映像を学習者が活用する場
面づくり 
学習日誌の作成、学習成果のプレゼンテーシ
ョンの場面などでの活用 
 
３．実践・活用事例 
・ ｢学び｣場面を十分に意識した映像の蓄積 
昨年度の研究[4]から、映像を整理するため
に「学び」の種類と、それに当てはまらない
映像をそれぞれ以下のように分類している。
（表１） 
符号 学びの種類および分類 
A 教科的学び（知識･概念に関する） 
B 態度的学び（意欲・マナーに関する） 
C スキル的学び（学習技能に関する） 
D 問題解決的学び（問題場面に関する） 
E コミュニケーション的学び（対人関係に関する） 
X 記録・記念写真 
Y 学習環境用写真 
Z 次回以降の学習環境として活用する写真 
■ 教科的学びの場面 
 
・ 「電池と電球のつなぎ方を教える児童」 
まだ 1･2 年生なので電池と電球の使い方について
は学んでいない。自分たちの製作した乗り物にどう
しても電球を灯したかったために一人が独力で電
球と電池のつなぎ方を工夫。それを他の子どもに教
えているところ。 
■ 態度的学びの場面 
 
・ 「自分たちの運動会」 
自分たちで計画し、運営してきた運動会だから、こ
れだけ一生懸命に参加したくなる。 
■ スキル的学びの場面 
 
・ 「わかりやすく説明するために…」 
自分たちの作りたいものをイメージし、それを同じ
クラスの人たち、教頭先生や親・地域の人たちなど
に上手に説明して、できるだけ希望通りの材料や道
具、資金をそろえたい。色や字の大きさ、イラスト
などを工夫・検討してプレゼンテーションのための
掲示物を作っているところ。 
■ 問題解決的学びの場面 
  
・ 「少し工夫して、切りやすくなったよ」 
はじめは手で押さえて切っていたが、いっしょに作
業していた児童が足で押さえることを提案。実際に
試し、その後、さらに工夫されていった場面。 
■ コミュニケーション的学びの場面 
 
・ 「他のクラスの先生にのこぎりの使い方を習いに
行ったところ」 
担任教師からは（意図的に）学校にあるすべての種
類ののこぎりが提示された。はじめいろいろ試して
いたが、うまく選択することができず、工作の得意
な他学年の教師のところに質問に行った場面。 
 
総合的な学習においては、学習が進んでいく
に従って、DもしくはEに分類される映像の数
が増えていくことになる。が、これらの分類が
あることを気にとめて、A～C の場面も記録し
ていくことで、総合的な学習の中で行われる学
習者の学びを多層的に捕らえることができる。
また、このように簡単なタイトルと説明文をつ
けておくことで、実践をトレースする際、それ
らがトリガーとなって容易に実践の様子を思い
出し、説明することができる。 
 
・ ｢学び｣場面映像を用いた（教師のための）
実践記録の作成と、その検討 
 
 市販のプレゼンテーションソフトを用いて映
像、キーワード、メモ欄のところに学習につい
ての具体的なエピソード、事例を記入すること
で、実践の記録を蓄積していく。（犬丸小学校） 
そこで行われた｢学び｣を説明する際に、具体
的にかつ整理されて述べることができるほか、
HTML形式での保存も可能で、CD-Rによる配
布、Webでの公開なども可能である。 
 
｢学び｣場面映像を用いた（学習環境としての）
実践記録の作成 
 
それぞれの学習活動について、このようなパ
ネル（実際にはより情報量が多くなることが多
い）が時系列順に伸び、最終的には一単元、も
しくは一年間が見通せる形で掲示されることに
なる。単元が切り替わったり、掲示スペースが
なくなったりした場合には、上から重ねていく
ことで情報を蓄積できる。いつ、どのようなこ
とを学んだか、そのときの思いがどのようなも
のだったか等のリフレクション、学習の進度把
握などに活用することができる。他の学年・ク
ラスに刺激を与えたい場合などには通行量の多
い廊下などに掲示すると効果的。 
 
・ 教師の撮影した映像を学習者が活用する場
面づくり 
 
学習者自ら製作する掲示物、学習記録などに
教師の撮影した映像も提供し、活用してもらう
ことで、それぞれの学習者自身に「学びの場面」
を認識させることをねらう。教師の発問などが
伴うことで、より確実なリフレクション、次な
る学習動機の惹起につなげることができる。 
 
４．成果、および解決すべき課題 
 それぞれの実践者が「学びの場面である」と
認識した場面を撮影・整理し、授業研究会など
で活用することで以下のような成果が見られた。 
① それぞれの教師が捕らえた「学びの場面」
を整理することで、ひとりでは気づかなか
った性質の「学びの場面」に気づくことが
できる（｢学びの場面｣の洗い出しができる） 
② 教師の異動があった場合に、当該教師に対
して、「学び」観を伝えることができる。ま
た、担任する学年・クラスの学習履歴・抱
えている学習課題をすばやく認識・共有し
てもらうことができる 
③ 従来の教科に比べて到達・達成すべき課
題・内容・目標が明確になりにくい総合的
な学習において、学習の成果・過程が目に
見える形で蓄積できることにより、 
(ア) ねらいを明確に持ちながら学習環境構
成、学習支援を行うことができる 
(イ) 学習者が着実に「学んでいる」という
実感を得ることができる 
④ 保護者・地域の人々に対して、より説得的
に学習の様子を説明することができ、活動
への同意、参加などを求めることができる。 
 
以上のような成果に対し、実施の上での課題
もいくつか明らかになってきている。 
① 学校全体がはじめて総合的な学習に取り
組んでいく場合、何が「学びの場面」な
のか理解できず、結果として、あまり意
味のない写真・映像が大量に撮影される
ことになる（類：日常的な学びの場面を
見逃してしまう） 
② 記録機材・メディア（デジタルスチルカ
メラ、デジタルビデオカメラ、場合によ
っては使いきりカメラなども活用可能）
を相応数準備する必要がある。（気軽に持
っていて、いつでも撮影できる状態にな
いと、結果として撮影されない） 
③ 学習の流れから十分に身を引けるように
なるまで（教師が学習場面に対し、必要
以上の介入欲求を持たずにすむようにな
るまで）充分な数量の映像を授業中に撮
影できない。（特に教師が一人の場合） 
 
 いずれも、機材さえ整えば、いくつかの単元
をこなすと次第に慣れ、解決可能なレベルの課
題である。（参加両校では一年程度） 
今後、より丁寧な実践を行っていく中で、総
合的な学習に具体的な力を与える一手段として
育てていきたい。 
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